
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 日ᮏ教⫱政⟇学会➨ 28回大会は、2021年 7᭶ 10日㸦土㸧と 11日㸦日㸧の㸰日㛫の日⛬で、zoomによる

オンラインで㛤催いたします。 

 今回の大会では、ㄢ㢟◊✲「With㸭Afterコロナ᫬代の教⫱と教⫱政⟇㸭⤫἞」、⮬⏤◊✲Ⓨ⾲の他に、公

㛤シンポジウムとして「EBPM᫬代における教⫱実㊶と制度改㠉のᯟ⤌みのᵓ⠏㹼公❧学ᰯの変㠉支援のᯟ⤌

みをどう創るか㹼」を㛤催します。公㛤シンポジウムでは、㟼岡大学の SDGsプロジェクトの報告を⾜い、2

名の指定ウㄽ⪅からコメントをいただき、意ぢ交換します。会員のみなさまにはふるってご参加くださいま

すようお㢪いいたします。 

➨ 28回㟼岡◊✲大会実⾜委員㛗 ᱵ⃝ 収㸦㟼岡大学㸧 

 

■ 新型コロナウイルスの感ᰁ拡大に対する対応について 

⌧在、大会の㛤催に向けて大会実⾜委員会を中心に‽備を㐍めています。しかしながら、新型コロナウィ

ルスの感ᰁ拡大の≧ἣを㋃まえて、➨三回常任⌮事会㸦2021年 3᭶ 21日㛤催㸧において、᫖年度に⥆き

今年度の大会も、対㠃形式での大会㛤催は困㞴と判断しました。大会の㛤催方ἲ➼については、4᭶ 11日

に ML 㓄信のメールニュース及びᮏニューズレターにグ㍕しております。さらに、㏣加の情報➼が出てま

いりましたら、メールニュース及び学会ホームページにて、会員のみなさんにご㐃⤡いたします。 
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ⅆ 大会⇬∞∄ 教⫱実㊶と制度改㠉のᯟ⤌みのᵓ⠏ 

ⅆ 日程及↢時程 

○➨ 1日┠ 7᭶ 10日㸦土㸧 

 

 

 

㸨⦅㞟委員会は別日⛬㸸7᭶ 4日㸦10:00㹼㸧 

○➨ 2日┠ 7᭶ 11日㸦日㸧 

自༟研究൅න 
9:30～12:00 

休憩 ஫食 
12:00～13:00 

課題研究 
13:00～16:00 

○大会会場㸸ZOOMによるオンライン㛤催。 

㸦参加方ἲなどのヲ⣽につきましては、後日改めてお▱らせいたします。㸧 

○参加㈝など 

大会参加㈝ 一⯡会員↓料 学⏕会員↓料  

○大会の⏦し㎸み 

①Ặ名、②所属、③一⯡会員か学⏕会員、④傍⫈する㒊屋➼を᫂グして、Google フォームからお⏦し㎸み

ください。GoogleフォームはⓎ⾲⪅が☜定した後にお▱らせします。 

 

ⅆ 公᧏⇝∙∃⇞⇌∆ 

テーマ㸸公㛤シンポジウムとして「EBPM᫬代における教⫱実㊶と制度改㠉のᯟ⤌みのᵓ⠏㹼

公❧学ᰯの変㠉支援のᯟ⤌みをどう創るか㹼」を㛤催します。 

【㊃᪨とᵓ成】 

EBPM㸦エビデンスに基づく政⟇❧᱌㸧は、2018年度以㝆に各府┬➼にその推㐍の専㛛⤌⧊・

担当⪅が⨨かれ、実施ẁ㝵に入っており㸦2021年 3᭶⌧在㸧、教⫱政⟇における EBPMの⌧≧

と今後の方向性を᳨ウする必せがあります。そこで、ᮏ大会では、「EBPM᫬代における教⫱実

㊶と制度改㠉のᯟ⤌みのᵓ⠏㹼公❧学ᰯの変㠉支援のᯟ⤌みをどう創るか㹼」をテーマにし

ます。 

ᵓ成については、以下の㏻りです。㟼岡大学教⫱学㒊を中心に、㛵係する◊✲⪅・⮬἞体

の参⏬するプロジェクト㸦SDGs P㸯㸧「ESD実㊶の基┙となる公❧学ᰯの⤌⧊・カリキュラム

のモデル㛤Ⓨ」に取⤌んでいます。このプロジェクトは、「教師の内Ⓨⓗ・創㐀ⓗな実㊶・ά

動⇔学ᰯ⤌⧊・カリキュラム改㠉」を制度デザインする方向で、公教⫱のᮏ㉁にねざした SIM

㸦Social Impact Management㸧/LM(Logic Model)の可⬟性とㄢ㢟を⪃えています。このプロ

ジェクト報告を⾜い、2名の指定ウㄽ⪅からコメントをいただき、意ぢ交換します。 

【主なᵓ成】 

Ⅰ㒊㸦前半㸧㸰つの⮬἞体の学ᰯ改㠉の取⤌み㸸 

①川᰿ᮏ⏫<㟼岡┴> 

②南◝市<富山┴> 

③SDGsプロジェクト報告 Ḉ井┤㍤会員㸦会ὠ大学▷ᮇ大学㒊㸧 

                   佐々ᮌ⧊恵会員㸦㛤ᬛ国㝿大学㸧 

Ⅱ㒊㸦後半㸧パネルディスカッション  

指定ウㄽ⪅ ㈆広㰺子会員㸦千ⴥ大学㸧教⫱政⟇ EBPMの制度タィの㆟ㄽから 

▼井ⱥ┿Ặ㸦京㒔大学㸧 教⫱実㊶の❧場から 

ཀྵ事会 
10:00～11: 30 

受෉ 
12:00～ 

総会 
12:45～13:45 

公開シンポジウム 
14:15～17:15 
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ⅆ ᛢ᫆研究 

テーマ㸸With㸭Afterコロナ᫬代の教⫱と教⫱政⟇㸭⤫἞ 

 ➨ 10ᮇのㄢ㢟◊✲は 3年㛫の⤫一テーマを㸺With㸭Afterコロナ᫬代の教⫱と教⫱政⟇㸭⤫἞㸼としま

した。 

戦後に形成された公教⫱はさまざま㠃で揺らぎをぢせています。㏆年の Society5.0に向けた教⫱改変の

ᵓ想は公教⫱のかたちを大きく変えようとするものでした。そこに᫖年᮶のコロナ危ᶵ下の教⫱政⟇が┦

乗し、公教⫱の変容がより加㏿する≧ἣが⏕まれています。他方で、戦後の教⫱⤫἞のᵓ㐀は依↛として

強固にṧっており、それが㏆年の政἞主導型の政⟇Ỵ定とも⤖び付きつつ、コロナ危ᶵ下の教⫱の困㞴を

増幅させるような事態もぢられます。 

このように戦後公教⫱の㦵᱁が⥔持されつつも、そこに新たな政⟇Ỵ定システムや政἞主導による公教

⫱とẸ㛫教⫱事ᴗの㛵係再⦅の動きが㔜なるような≧ἣが⏕み出されています。こうした動向に↔Ⅼを当

て、コロナ危ᶵ下における教⫱政⟇の展㛤㐣⛬と教⫱⤫἞のᵓ㐀を᫂らかにしたいと思います。また、ᾏ

外の≧ἣについても報告をいただき、国㝿ẚ㍑のどⅬも加えて、教⫱におけるコロナ対応の日ᮏⓗな≉㉁

をᾋかび上がらせたいと思います。 

報告㸸 

①コロナ危ᶵ下の教⫱政⟇と地方⮬἞: 教⫱の⮬律性を支える教⫱政἞のかたち㸦仮㸧 

                               Ⲩ井文᫛会員㸦ᮾ京㒔❧大学㸧 

②withコロナᮇの新たな改㠉ᵓ想と教⫱⤫἞㸦仮㸧   児⨾川孝一㑻会員㸦ἲ政大学㸧 

③コロナ危ᶵ対応教⫱政⟇の国㝿ẚ㍑㸸初➼中➼教⫱の授ᴗ実施≧ἣから㸦仮㸧 

                               園山大♸Ặ㸦大㜰大学㸧 

 

ⅆ ᐯ由研究発ᘙ↝募ᨼ 

⮬⏤◊✲Ⓨ⾲は、件名を「⮬⏤◊✲Ⓨ⾲⏦し㎸み」と᫂グし、以下のⅬをグ㍕して 5᭶ 12日㸦Ỉ㸧ま

でに、下グの Googleフォームからお⏦し㎸みください。 

https://docs.google.com/forms/d/1e57F3ys1lYYdvyydlFjiNvblJwNudEheu2VnEQvnR3w/edit 

㸦㏦信ボタンを押した後に少し作ᴗが必せです㸧 

⏦し㎸みをいただいた会員には、折り㏉し㏉信受付完了のメールを㏦信いたします。㏉信がない場合は、

お手数ですが大会実⾜委員会までお問い合わせください。 

㸦1㸧㟁子メールアドレス、㸦2㸧Ặ名㸦₎字㸧、㸦3㸧Ặ名㸦フリガナ㸧、(4)所属、(5)教員・㝔⏕の別、 

㸦6㸧Ⓨ⾲㢟┠、㸦7㸧オンラインシステムの利⏝履Ṕ、(8)備⪃ 

○Ⓨ⾲方ἲ 

Ⓨ⾲に㝿しては、ご⮬㌟のパソコンよりご参加ください。また、zoomの利⏝方ἲについては別㏵㐃⤡い

たします。 

○Ⓨ⾲᫬㛫 

Ⓨ⾲᫬㛫は下グの㏻りです。㉁␲・ウㄽはそれぞれのⓎ⾲ごとにおこない、全体ウㄽは⾜わないことと

します。 

個人◊✲ Ⓨ⾲ 20分、㉁␲ウㄽ 10分。 

共同◊✲㸦口㢌Ⓨ⾲⪅が 2名以上の場合㸧 Ⓨ⾲ 40分、㉁␲ウㄽ 20分。 

○Ⓨ⾲せ᪨㞟原✏の作成方ἲ 

A4∧⏝⣬。ページ数は入れないでください。 

分㔞は、個人◊✲は 2 㡫以内、共同◊✲は 4 㡫以内です。図⾲などを使⏝される場合、それらを含めて

所定のページ数に収めてください。 

『Ⓨ⾲せ᪨収㘓』の体⿢を⤫一するため、こちらで⦅㞟させていただく場合や改変をお㢪いする場合が

あることをあらかじめご了承ください。 
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㹙余ⓑ㹛上下 25mm、左右 19mm⛬度㸦ワードにおける“やや⊃い”タ定㸧 

㹙1㡫┠㹛 

1⾜┠ Ⓨ⾲㢟┠ 14ポイント 

2⾜┠ サブタイトル 12ポイント。なければ✵ⓑ。 

3⾜┠ ✵ⓑ。 

4⾜┠ Ặ名㸦所属㸧10.5ポイント 

※共同◊✲の場合は口㢌Ⓨ⾲⪅Ặ名に○印をつけてください。 

※大学㝔⏕の方は、Ặ名㸦所属大学㝔の名⛠ 大学㝔⏕㸧としてください。 

5、6⾜┠ ✵ⓑ。Ⓨ⾲㢟┠などが 2⾜にわたる㝿は、この✵ⓑは 1⾜でかまいません。 

7⾜┠以㝆 ᮏ文を 1⾜ 40字×38⾜、10.5ポイントで作成してください。 

㹙2㡫┠㹛は 1⾜┠からᮏ文を᭩いてください。 

※⮬⏤◊✲Ⓨ⾲予定⪅の方には、上グ形式のフォーマット㸦Word 形式㸧を㏦付しますので、そ

ちらをご利⏝ください。 

○Ⓨ⾲せ᪨㞟原✏の提出方ἲ 

⮬⏤◊✲Ⓨ⾲予定⪅の方にお㏦りしたフォーマット㸦Word形式㸧を使⏝して原✏を作成してください。

原✏は、㟁子メールのῧ付ファイルとして㏦信してください。㟁子メールの件名は「大会せ᪨収㘓原✏」と

してください。 

       せ᪨原✏〆切 㸸2021年 6᭶ 4日㸦㔠㸧 

提出先メールアドレス 㸸jasep2021@gmail.com 

 

ⅆ 大会実ᘍ委員会 

ᱵ⃝収㸦㟼岡大学、委員㛗㸧  島⏣᱇吾㸦㟼岡大学、事務局㛗㸧 

○㐃⤡メールアドレス  jasep2021@gmail.com 

〒422-8529 㟼岡市㥴Ἑ区大㇂ 836 㟼岡大学 教⫱学㒊 島⏣᱇吾◊✲室  㟁ヰ 054-238-4708 

※㐃⤡手ẁはメールを基ᮏとするようお㢪いします。 

 

 

 

 

1. ◊✲会のᴫせ 

3᭶ 21日㸦日㸧午前 10᫬㹼12᫬ 20分、「2.27以㝆

の教⫱政⟇と学ᰯ㸫教⫱ἲ制と⌧場からの᳨ド」を

テーマとする公㛤◊✲会をオンラインで㛤催した。

➨ 10 ᮇのㄢ㢟◊✲は 3 年㛫の⤫一テーマを㸺With

㸭After コロナ᫬代の教⫱と教⫱政⟇㸦教⫱⤫἞㸧

㸼と定め、その⓶切りに今回、2.27以㝆のコロナ危

ᶵ対応の教⫱政⟇について教⫱ἲ制と学ᰯ⌧場か

ら᳨ドすることとした。㧗ᶫ哲Ặ㸦埼⋢大学㸧と▼

垣㞞也Ặ㸦⁠㈡┴公❧小学ᰯ教員㸧をお招きし、報

告をいただいた。Zoom の᭱大参加⪅数は 59 名に上

り、┒ἣであった㸦㠀学会員の参加事前⏦し㎸みは

22 名㸧。司会はㄢ㢟◊✲推㐍担当⌮事の児⨾川孝一

㑻とᶓ井敏㑻が務めた。 

2. 報告せ᪨ 

㧗ᶫ報告「コロナ危ᶵ下の教⫱政⟇とἲⓗ問㢟」㸸コ

ロナ危ᶵ下における⮫᫬休ᰯ措⨨には、㐺切なἲⓗ

᰿拠に基づいた判断がなされなかったという「入口」

の問㢟と、⊛ᬬの中、夏休みを切りワめるようなリ

スクの㧗い「学びの保㞀」を強いるという「出口」

の問㢟の㸰Ⅼを指摘できる。アメリカの⑌⑓対⟇予

㜵センターで♧される地域Ỵ定、専㛛ᶵ㛵ά⏝、᭱

小㝈制⣙という㸱つの原則が日ᮏではないがしろ

にされ、文⛉┬はひたすら学⩦指導せ㡿を守らせる

ことに執╔している。他方、教⫱᮲件整備はなされ

ず、その⿬で⭾大な予⟬を GIGA スクールᵓ想につ

ぎ㎸んでおり、これは教⫱政⟇の⑓⌮とゝえる。 

▼垣報告「コロナ危ᶵ下の学ᰯでどう動いたか㸽」㸸

一斉休ᰯでは、文⛉┬は「学⩦の保㞀」のためとし

て家庭学⩦をㄢすことをせㄳし、また ICTのά⏝を

ᛢ᫆研究 3月ᨼ会↝᧏催報告 
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促したが、家庭学⩦が困㞴な子どもたちや㠀対㠃の

授ᴗが㞴しい子どもがいるという⌧実をぢない教

⫱政⟇である。文⛉┬はᰂ㌾で地方や⌧場が◳┤ⓗ

というぢ方がなされるが、文⛉┬は「あらゆる手ẁ

をά⏝して学びを取り戻す」ことを方㔪として᫂♧

している。⮬分の学ᰯでも夏休みと冬休みを切りワ

めることになった。そもそも⌧場のᰂ㌾さや主体性

を奪ってきたのはㄡなのかを問わねばならない。 

3. ㉁␲ 

報告後、以下のような㉁␲応⟅がなされた。 

㸦㉁問㸧文⛉┬はᰂ㌾で、教⫱委員会や学ᰯが◳┤

ⓗというぢ方の問㢟Ⅼについて。 

㸦㧗ᶫẶ㸧文⛉┬がᰂ㌾化しているのは学ᰯ⌧場で

の㐠⏝方ἲであって、学⩦指導せ㡿の㐙⾜に㛵する

ἲⓗ拘᮰力はぢ┤されない。⌧場が◳┤ⓗな対応を

㏕られたのはこうした中央㞟ᶒⓗなᵓ㐀があった

からである。 

㸦㉁問㸧▼垣先⏕の地元では教⫋員⤌合は市教委と

どのようなヰし合いを⾜ったのか。 

㸦▼垣Ặ㸧国のせㄳがỴ定事㡯のように⌧場にㄆ㆑

されていたことに危惧をぬえ、市でỴまったことと

まだỴまっていないことを᫂♧する必せがあるこ

と、地方教⫱⾜政として⮬律ⓗな判断が必せなこと

をᰯ㛗と市教委に⏦し入れた。こうしたことにより、

夏休みを▷⦰することにはなったが、そのᮇ㛫につ

いて市教委は各学ᰯに判断をゆだね、⌧実に基づい

た判断ができるような余地をつくることができた。 

㸦㉁問㸧地方教⫱⾜政と保健所の協力体制が不十分

となる⫼ᬒにはどんな問㢟があるか。 

㸦㧗ᶫẶ㸧♫会⚟♴政⟇全⯡の体制づくりの⬤弱さ

の⾲れではないか。♫会⚟♴㈝の抑制、保健所の大

幅削ῶを推㐍してきた新⮬⏤主⩏政⟇のぢ┤しが

ポストコロナを⪃えるうえで必せではないか。 

㸦㉁問㸧2014年の地教⾜ἲ改ṇ᫬には㤳㛗との㐃携

に㛵するㄢ㢟や懸念が♧されてきたが、いま改めて

コロナ⚝における実態を㋃まえて地教⾜ἲの改ṇ

をどうぢるか。 

㸦㧗ᶫẶ㸧㤳㛗との㐃携は⊂❧したᶒ㝈を前提とし

た専㛛ⓗ判断に基づくものでなければならない。

2014年地教⾜ἲ改ṇは㤳㛗の実効支㓄、教⫱委員会

への優位性を保㞀するἲⓗ仕⤌みを作り出そうと

したものである。教委のᶒ㝈は᫂文化されているに

も㛵わらず、ソフト㠃で㤳㛗の実効支㓄を可⬟とす

るものであることがコロナ⚝で㩭᫂になった。 

㸦㉁問㸧子どもの学び・Ⓨ㐩にとって、対㠃である

ことや㞟団であるということ、㌟体ⓗな⤒㦂といっ

たことの意⩏とは何か。 

㸦▼垣Ặ㸧教室での子どもの些⣽な反応に基づく教

師の声掛けが、その子どもの⮬主ⓗな㉁問のきっか

けとなることがある。そこから、ẁ㝵ⓗに主体ⓗな

学びにつながっていくことが可⬟になる。㉁問やⓎ

ゝ、⌮ゎにおける個々の子どものつまずきがどこに

あるのかということにẼづける㛵わりを可⬟にす

るのが教室という✵㛫であると⪃えている。 

㸦㉁問㸧▼垣先⏕はコロナ⚝においてどう子どもの

声を⫈き、どう⾜政にせồしたのか。 

㸦▼垣Ặ㸧子どもの安全を守るというどⅬで市とし

て判断しているかを問うた。教⫋員⤌合としてはど

うしても教員の労働というほⅬが強く出る㒊分が

あるが、教⫱᮲件整備の改善をồめることは単なる

数字の改善ではなく、子どもの声や実感に基づくせ

ồでもある。たとえば教室で㌟体がぶつかってトラ

ブルが⏕じることで子どもの声が分かってくるの

で、そうしたことに┠を㓄って教⫱᮲件の問㢟など

をぢ┤すせồをしていきたい。 

㸦㉁問㸧教⫋労働の専㛛性・≉Ṧ性について⪺きた

い。 

㸦㧗ᶫẶ㸧世⏺ⓗに教師の仕事がエッセンシャルワ

ークであるとㄆ㆑されたことがとても㔜せである。

だからこそ、休ᰯは᭱小㝈にし、教員の労働᮲件を

保㞀することが世⏺ⓗにồめられた。子どもの事実

に向き合うことが教⫋専㛛性の中心にあるのでは

ないか。 

4㸬まとめ 

᭱後にㄢ㢟◊✲推㐍担当⌮事より以下のようにま

とめを⾜って◊✲会を⤊了した。コロナ危ᶵにおい

て形式ⓗには分ᶒ化されながら、それであるがゆえ

に指導⾜政が強力に展㛤されるという戦後日ᮏの

教⫱⾜政ᵓ㐀があらためてᾋかび上がってきた。ま

たこの㛫の政἞主導型のᵓ㐀改㠉の影㡪が、㤳┦の

休ᰯせㄳに⾲れたように思われる。さらに、教⫱の

Ẹ㛫化・市場化といった動向も報告の中で垣㛫ぢら

れた。今日の◊✲会により⌧代の教⫱政⟇のᵓ㐀が

よくぢえてきたので、これを基♏にㄢ㢟◊✲を㐍め

ていきたい。㸦文㈐ ᶓ井敏㑻・大἟᫓子㸦北ᾏ㐨大

学大学㝔⏕㸧㸧
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㸯㸬 テーマ㸸「コロナ下」での一斉休ᰯ ―その᫬何  

があったのか 

日 ᫬㸸2020年 11᭶ 27日㸦㔠㸧18᫬㹼20᫬ 

場 所㸸オンライン 

報告⪅㸸小⃝㞞人Ặ(ᮾ京㒔公❧中学ᰯᰯ㛗・ᮾ京㒔  

中学ᰯᰯ㛗会前会㛗) 

Ⲩ井ⱥ἞㑻会員(信州大学) 

コーディネーター: 広℩⿱子会員(専修大学) 

参加⪅数㸸26名 (一⯡参加⪅含む。うち会員 21名) 

 

 コーディネーターによる㊃᪨ㄝ᫂の後、◊✲会の

前半(50分㛫)でⲨ井会員、小⃝Ặの基♏報告が⾜わ

れた。Ⲩ井会員はテーマの⫼ᬒ情報とὀ意すべきㄽ

Ⅼを整⌮し、⌧代日ᮏの教⫱ㄢ㢟、コロナ⚝の教⫱

ㄢ㢟、新型コロナウィルス感ᰁ⑕に伴う政府の対応、

コロナ⚝の子どもの⌧在などについて報告した。⥆

いて小⃝Ặが、実㝿に学ᰯはどのように対応したか

について、1 ᭶の日ᮏ国内での感ᰁ⪅☜ㄆから 3 ᭶

の学年ᮎに⮳る᫬ᮇを振り㏉って報告した。新学ᮇ

以㝆の対応については別のᶵ会に報告をồめる予

定である。 

 後半(30分㛫)で、二人の報告を土台としてⲨ井会

員が小⃝Ặにインタビューする形で、学ᰯの対応に

㛵するヲ⣽事㡯を᫂らかにしていった。その後参加

⪅を交えて㉁␲応⟅を⾜なった。 

 この◊✲会では、コロナ⚝の学ᰯ教⫱、とりわけ

教⫱に㛵するガバナンスがどのようにᶵ⬟したの

かを᫂らかにすることを中心ⓗㄢ㢟とした。メディ

アなどを㏻じて中央政府の意向や、また㏫に子ども

たちが一斉休ᰯで学ᰯに⾜けない≧ἣなどが⧞り

㏉し報㐨される一方で、公❧学ᰯの対応について対

応判断に㛵わる基♏⮬἞体の教⫱委員会や各学ᰯ

のᰯ㛗の対応、すなわち教⫱ガバナンスがどのよう

にᶵ⬟したのかはほとんど報㐨されない≧ἣであ

ったからである。 

今回の報告⪅である小⃝Ặからは、教⫱委員会の

動きにもヲしい学ᰯ㛗のポジションとして、政府方

㔪や教⫱委員会情報をいつごろどのように受けな

がら、学ᰯ⊂⮬にどのような判断をし、保ㆤ⪅➼に

どのような情報を提供、そして具体ⓗにどのような

対応を⾜ったかについてᴟめてヲ⣽に⪺くことが

できた。参加⪅と᭷┈な情報共᭷ができたと⪃えて

いる。            㸦文㈐㸸広℩⿱子㸧 

 

 

㸰㸬テーマ㸸合ホ会・大᱈敏⾜・⫼戸博史⦅『日ᮏ 

型公教⫱の再᳨ウ』㸦岩Ἴ᭩店、2020年㸧 

日 ᫬㸸2020年 11᭶ 28日㸦土㸧13᫬㹼15᫬ 

場 所㸸オンライン 

㐍 ⾜㸸広井多㭯子会員㸦実㊶女子大学㸧 

挨 拶㸸大᱈敏⾜会員㸦学⩦㝔女子大学㸧 

コメント㸸Ṋ井 哲㑻会員㸦❧命㤋大学㸧 

    㸸㈆広 斎子会員㸦千ⴥ大学㸧 

㸸Ⲩぢ ⋹子Ặ㸦名古屋大学㸧 

参加⪅数㸸19名㸦一⯡参加⪅含む。うち会員 13名㸧 

 

 Ṋ井会員および㈆広会員のコメントでは、『日ᮏ

型公教⫱の再᳨ウ』の主㢟である「日ᮏ型公教⫱」

の「揺らぎ」とその「再⦅ㄢ㢟」に㛵して多くのㄽ

Ⅼが提♧されたが、ディスカッションでは、とくに

「公共性」と「多ᵝ性」との㛵㐃が大きなㄽⅬとな

った。㸯᮲ᰯを᰾として均一な教⫱を保㞀してきた

「日ᮏ型公教⫱」の揺らぎ㸦多ᵝ化㸧は、一方で外

国にルーツを持つ子どもや不Ⓩᰯ児❺⏕徒、㞀害児

などの「切実なせồ」に応⟅し、多ᵝな学びを保㞀

することを公ⓗに位⨨づけるものであるとともに、

多ᵝな教⫱供⤥主体による多ᵝな学びの場の拡大

は、公教⫱の「」⥺化」を㐍め、公教⫱から子ども

を排㝖することにもなりかねないからである。 

 そうした問㢟≧ἣの中、この◊✲会では、㸯᮲ᰯ

によってすべての子どもを同じように教⫱すると

いう従᮶の「日ᮏ型公教⫱」の㝈⏺を前提とするこ

とによって、学ᰯの改㠉か、それとも㸯᮲ᰯ以外で

の多ᵝな学びの保㞀か、という対❧図式とは␗なる

どⅬがᶍ⣴されたものと思われる㹿主には以下のよ

うなㄢ㢟が提㉳された㹿「多ᵝ性に拓かれた公❧学

ᰯづくり」㸦Ṋ井㸧、あるいは、「多ᵝ性を含み㎸んだ

公共性」㸦㈆広㸧をいかにᵓ想するか。供⤥主体の多

ᵝ化にともなう学力による序列化をいかに抑制す

るか。「㉁保㞀のシステム」をどのようにᵓ⠏するか。

供⤥主体の増加によって㈐任主体が拡大・分散する

なかで、国や⮬἞体の㈐任をいかに位⨨づけるか㹿  

 また、⾜政学を専㛛とするⲨぢẶからは、⾜政学

と教⫱⾜政学の㢮似性と㐪いなどに加え、◊✲方ἲ

について、ḟのような意ぢが出された。⾜政学では

共同◊✲を出∧する場合、「個人作ᴗの寄せ㞟め」か

会員企画研究会↝᧏催報告 
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「完全に共同◊✲として⤫合」するかの両ᴟ➃にな

る傾向があるのに対し、『日ᮏ型公教⫱の再᳨ウ』の

場合は、両⪅のバランスをとって、問㢟㛵心やㄢ㢟

を共᭷する姿勢が㧗くホ価できる。しかしその一方

で、「⮬⏤」「保㞀」「㈐任」というキーᴫ念について

も、分ᯒ方ἲや⌧≧ㄆ㆑についても、かなりの⛬度

各執➹⪅の判断に任されているため、日ᮏ型公教⫱

の「変容」または「揺らぎ」とは何だったのかとい

う問いに対する⤫一ⓗなぢゎは♧されないままと

なっている。 

 ⲨぢẶの指摘は◊✲方ἲや共同◊✲のあり方を

問う㔜せな指摘であると思われる。また、「日ᮏ型公

教⫱」の⌧在をどう捉えるかに㛵しては、引き⥆き

問㢟㛵心を共᭷していきたい。㸦文㈐㸸広井多㭯子㸧

 

地方⮬἞体における教員◊修奨励⟇とそのṔ史ⓗ変㑄 

ᯇ⏣ 㤶南  

㸦名古屋大学大学㝔㸧 

 

 名古屋大学大学㝔教⫱Ⓨ㐩⛉学◊✲⛉大学㝔⏕㸦博士後ᮇㄢ⛬ 2 年ḟ㸧のᯇ⏣㤶南と⏦します。こ

の度、日ᮏ教⫱政⟇学会ニューズレターにおけるⱝ手◊✲⪅⤂介ということで、執➹のᶵ会をいただ

きました。ⱝ手◊✲⪅としてもᮍ⇍な㌟ではございますが、⮬㌟の◊✲や⯆味㛵心について、この場

をお借りして⤂介させていただきます。 

⚾の◊✲㛵心は、一㈏して「教師にồめられる力㔞とは何で、それは如何に向上させ得るのか」と

いうⅬにあります。修士ㄽ文では、2010 年代以㝆㐍められた「学び⥆ける教員像」の具⌧化へ向かう

地方⮬἞体の教員◊修政⟇の分ᯒを⾜いました。 

2012 年に中央教⫱審㆟会㸦以下、中教審㸧の⟅⏦で「学び⥆ける教員像」の具⌧化が打ち出され、

2015 年の中教審⟅⏦では、その具⌧化⟇として、教員の㈨㉁⬟力のスタンダードとして位⨨づく教員

⫱成指ᶆの⟇定と、それを㋃まえた教員◊修ィ⏬の⟇定が提ゝされました。⩣年、2016 年の教⫱公務

員≉例ἲ㸦以下、教≉ἲ㸧改ṇによって、教員⫱成指ᶆおよび教員◊修ィ⏬の⟇定が、全国の任命ᶒ

⪅に⩏務づけられたことで、各⮬἞体が協㆟会をタ⨨し、2018 年には、全国 47 㒔㐨府┴・20 政令指

定㒔市において、教員⫱成指ᶆと教員◊修ィ⏬の⟇定が㐙⾜されました。 

全国の教員⫱成指ᶆをᴫほすると、その内容やつ定の⣽かさが、⮬἞体ごとにᵝ々であることがわ

かります。さらに、教員⫱成指ᶆには、各⮬἞体の⌮念としての教員像が♧されているものの、それ

が実㝿に如何なる影㡪力を持つのかをぢることはできません。そこで、教員⫱成指ᶆを実㝿に教員◊

修で㐠⏝するための教員◊修ィ⏬の内容について、ヲ⣽の᳨ウを⾜いました。教員◊修ィ⏬には、①

◊修の基ᮏ方㔪、②◊修体⣔、③◊修の᫬ᮇ・方ἲ・施タ、④◊修の奨励方㏵・◊修の効⋡ⓗな実施

⟇、⑤◊修の効ᯝ᳨ド方㏵、などの事㡯をつ定することが、教≉ἲによって♧されています。全国の

教員◊修ィ⏬をᴫほすると、すべての⮬἞体で㈏徹されていたⅬとして、教員⫱成指ᶆに定める教員

の㈨㉁⬟力とリンクするように、教員の◊修内容がタ定されていました。一方、⮬἞体によってᵝ々

な≉㉁がぢられたのは、教員の◊修を奨励するための施⟇であり、上㏙した教員◊修ィ⏬のつ定の④

にヱ当する内容です。 

教員◊修奨励⟇には、⮬἞体ごとのᵝ々な施⟇がぢられます。例えば、各教員の◊修≧ἣの把握お

よび促㐍を図る、◊修受ㅮ⟶⌮システムの導入です。この受ㅮ⟶⌮システムは、教⫱委員会などの⾜

政ᶵ㛵や学ᰯの⟶⌮⫋が各教員の◊修≧ἣを把握し、指導助ゝを⾜うために⏝いられたり、教員⮬㌟

が、⾜政◊修の受ㅮを⏦し㎸みする㝿に⏝いられるものです。また、教員の人事ホ価制度と㛵㐃を持

たせることで、教員に◊修を促し、それを人事ホ価へ⧅げる仕⤌みをつくる⮬἞体もあります。これ

らは、教員の◊修を⟶⌮し、指導・助ゝにつなげる方㔪のものですが、≉に教員◊修と人事ホ価制度

研 究 ἧ ォ Ὂ Ἳ ἲ 
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との㐃動については慎㔜な㆟ㄽが必せであり、教師の◊修ᶒのほⅬからすると多くの問㢟が⏕じ得る

施⟇とゝえるでしょう。 

その他、教⫱委員会や教⫱センターが企⏬する◊修ㅮ座によって、教員の◊修ᶵ会をタけるとする

⮬἞体が多くぢられます。例えば、多くの⮬἞体では、教員が勤務᫬㛫外に任意で受ㅮ可⬟なㅮ座と

して、「希ᮃ◊修」が実施されています。さらに、学ᰯ教⫱における ICT 導入の広がりから、教員の◊

修においても、「いつでも、どこでも受ㅮできるㅮ座」として、ウェブ◊修が、広く実施されています。

ウェブ◊修は、教員の働き方改㠉の動向や、≉に 2020 年以㝆の新型コロナウィルス感ᰁ拡大㜵Ṇの動

向を受け、より急㏿に広がっている◊修の実施形態とゝえるでしょう。これらは、教員が任意で、ま

た効⋡ⓗに◊修を受ㅮできるとする方㔪の施⟇です。教員の◊修ᶵ会として必せなものではあります

が、教員にとっての◊修があまりに受け㌟ⓗな、ㅮ座や動⏬コンテンツを提供してもらえる「サービ

ス」とならないよう、多✀多ᵝな◊修ᶵ会の保㞀が必せです。 

また、㏆年では、「OJT の充実」などとして、各学ᰯ内での◊修を促㐍するための施⟇が✚ᴟⓗに㐍

められています。例えば、各学ᰯへの指導主事ὴ㐵や、ᰯ内◊修ファシリテーターの⫱成、ᰯ内◊修

で取り⤌む◊修プログラムやそのためのツールの提供などが挙げられます。さらに、これまでᰯ外で

実施してきた⾜政◊修の一㒊をᰯ内で実施するようなプログラムもぢられます。教員の力㔞形成にお

けるᰯ内◊修の役割は、㛗年にわたり㔜せどされてきました。ᰯ内◊修は、各学ᰯが┤㠃する≧ἣを

㋃まえ、その学ᰯの教員全体でㄢ㢟を共᭷し、᳨ウと実㊶を✚み㔜ねていく、教員㞟団による㔜せな

◊✲ά動です。ᰯ内◊修の促㐍を図る施⟇であれば、学ᰯに外から◊修のㄢ㢟やツールを提♧するの

ではなく、各学ᰯが内Ⓨⓗにㄢ㢟をぢつけながら、◊修をά性化させ得る施⟇がồめられるでしょう。 

᭱後に、少数ではありますが、⮬἞体によっては、教員の⮬主ⓗ◊✲会に対する⿵助㔠⤥付を⾜う

事例もぢられます。この場合、⤥付の対㇟は⮬἞体が♧す᮲件に㐺う団体に㝈られるという㝈⏺があ

りますが、教員の⮬Ⓨⓗな◊修を支える施⟇としてᶵ⬟するのであれば、㔜せな取り⤌みとなるため、

今後実態の把握がㄢ㢟となります。 

 上㏙のように、修士ㄽ文では、各⮬἞体が教員の◊修を奨励するために実施する、ᵝ々な施⟇の整

⌮を⾜いました。その後は、修士ㄽ文で取り上げた⌧在の教員◊修奨励⟇について、その≉徴をṔ史

ⓗほⅬで捉えるために、教員◊修奨励⟇の戦後の展㛤㐣⛬についても᳨ウをヨみています。 

教員の◊修奨励⟇は、1960 年代の、教⫱◊✲団体に対する⿵助㔠⤥付事ᴗからはじまります。当᫬

は、国および㒔㐨府┴つᶍで⤖成される◊✲団体に⿵助㔠が⤥付され、教員の⮬主ⓗ◊✲サークル➼

は⤥付対㇟から㝖外されていました。その後、◊✲指定ᰯ制度がはじまったことで、⿵助㔠の⤥付対

㇟が学ᰯ単位でも指定されるようになっていきました。 

1970 年代に入ると、教員の◊修強化がㅻわれたことで◊修の体⣔化が㐍み、⾜政◊修を主催する、

国・㒔㐨府┴・市⏫ᮧの㐃携がồめられるようになります。この㡭の◊修奨励⟇はというと、教員の

⤥与Ỉ‽向上などによる処㐝改善によって、◊修の強化がồめられた教員全体に対する、◊修の動ᶵ

づけが図られていました。◊修の奨励⟇として、教員の処㐝改善が図られたのは、この᫬ᮇ≉᭷の方

⟇です。70 年代後半からは、◊修㛤Ⓨ学ᰯの制度化や、この᫬ᮇ㐍められた、「ᰯ内⟶⌮⤌⧊」の☜

❧をồめる学ᰯ⤌⧊改㠉の動向を受け、⾜政◊修の体⣔化の中に、各学ᰯ内での◊修を⤌み㎸むこと

がㄢ㢟とされるなど、ᰯ内◊修に対するアプローチがぢられるようになりました。 

 1980 年代からは、教員の㢧彰制度など、教員個人をモデル化するような施⟇が導入されると同᫬に、

⌧在でも実施されているような、指導主事のὴ㐵や、教⫱委員会がⓎ⾜する教⫱ㄅによる情報提供な

ど、◊修を奨励する方ἲやツールが多ᵝとなってきていました。 

 1990 年代以㝆は、各⮬἞体が◊修㛵係予⟬の☜保が困㞴な≧ἣにあり、◊修事ᴗのぢ┤しに伴い、

◊修奨励⟇の方㔪にも変化がぢられます。すなわち、各学ᰯで、ᰯ㛗が各教員の◊修ィ⏬の❧᱌から

㐙⾜に㛵する指導を⾜い、⾜政ᶵ㛵は、その「支援」として、◊修ㅮ座の㛤催や指導主事のὴ㐵など

を⾜う方㔪が♧されるようになりました。これは、2000 年代には「教員・学ᰯ支援型⾜政◊修」とし

てㄝ᫂されるようになります。このような施⟇方㔪は、70 年代の学ᰯ⤌⧊改㠉により、ᰯ内の⟶⌮⤌
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⧊体制がᵓ⠏されたとのㄆ㆑ゆえに採られた、⾜政のᴗ務や㈇担を⦰小したうえでの実施が可⬟な、

◊修の⟶⌮手ẁであったとゝえるでしょう。そしてこのような施⟇の㊰⥺はいまだ⥆いており、2016

年以㝆は、教員⫱成指ᶆと教員◊修ィ⏬の⩏務化によって、よりシステマティックな◊修体⣔の上で、

ᵝ々な◊修奨励⟇が㐍められているとゝえます。 

 上㏙のような、教員◊修奨励⟇に㛵する、国レベルでの大まかな政⟇変㑄を整⌮したものの、その

政⟇㊰⥺のもとでの、各⮬἞体の取り⤌みについては、ヲ⣽な᳨ウに⮳っておりません。そこで、今

後は、≉徴ⓗな⮬἞体を事例として取り上げ、その教員◊修奨励⟇をṔ史ⓗに分ᯒしていくことをㄢ

㢟とし、今後さらなる◊㛑を㔜ね、◊✲に励んで参りたいと思っています。 

 

 

 

 

■␗動・就⫋➼に伴う、新しい住所・所属・メールアドレス➼をご㐃⤡ください 

ᮏ学会のホームページに「住所・所属・アドレス」変᭦のグ入・㏦信フォームがあります。これらの変᭦

のあった会員は、ご㐃⤡をお㢪いいたします。 

古いⓏ㘓情報のままですと、学会年報や「メールニュース」➼をお届けすることができません。 

■年会㈝はすべて口座振り㎸みです 

年会㈝はすべて振り㎸みです。2021年度の会㈝は、下グの口座にお振り㎸み下さい㹿 

一⯡会員 8000円       学⏕㝔⏕会員 5000円 

〔㒑便振᭰口座グ号␒号〕㸮㸮㸯㸴㸮㸫㸰㸫㸴㸱㸮㸳㸷㸴 

加入⪅名㸸日ᮏ教⫱政⟇学会 

〔ゆうちょ㖟⾜口座〕  〇一九㸦ゼロイチキュウ㸧店 当座㸮㸴㸱㸮㸳㸷㸴 

■「会員企⏬◊✲会」にふるってご応募ください 

会員が企⏬する◊✲会に対して、一件㸰万円 の⿵助を⾜なっています㸦ㅮ師料、交㏻㈝、会場使⏝料、㈨

料や㛤催㏻▱の作成➼㸧。希ᮃされる方は、学会事務局にメールで⏦ㄳしてください。⏦ㄳ᭩は学会 HPから

ダウンロードしてください。 

⇒http://jasep-web.jpn.org/wp/◊✲企⏬/会員企⏬◊✲会/ 

会員企⏬◊✲会を⾜う場合は、事前に◊✲会の㛤催を学会会員に▱らせ、◊✲会㛤催後、そのᴫせを事務

局に報告してください。㹆㹎とニューズレターに掲㍕します。 

■中嶋会㛗が教⫱㛵㐃学会㐃⤡協㆟会・㐠営委員に㑅出されました 

 日ᮏ学⾡会㆟の「協力学⾡◊✲団体」としてㄆめられたことにより、ᮏ学会は᫖年 3᭶から「教⫱㛵㐃学

会㐃⤡協㆟会」に入会しております。 

 入会後初の同㐃⤡協㆟会㐠営委員会委員㑅挙が、㟁子投⚊㸦3᭶ 10日⥾切㸧によりございました。この投

⚊⤖ᯝをうけて、3᭶ 13日に㛤催の同㐃⤡協㆟会⥲会㸦Zoom㛤催㸧において、ᮏ学会の中嶋哲彦会㛗が、㐠

営委員会委員に㑅出されました。任ᮇは、2024年 3᭶までとなります。 

【寄㉗図᭩】㸦2020.9.1〜2021.4.20㸧 

以下の図᭩をご寄㉗いただきました。ありがとうございました。 

 〇クリスティ・クルツⴭ・仲⏣康一┘ヂ・℈元伸彦ヂ『学力工場の♫会学 ⱥ国の新⮬⏤主⩏ⓗ教⫱改㠉

による不平➼の再⏕⏘』、᫂▼᭩店、2020年 12᭶。 

 〇川上Ὀ彦⦅ⴭ『教員の⫋場㐺応と⫋⬟形成㸫教員⦪断ㄪᰝの分ᯒとフィードバック㸫』㸦兵庫教⫱大学

事務局より 
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教⫱実㊶叢᭩➨㸴号㸧、ジアース教⫱新♫、2021年 1᭶。 

 〇園山大♸⦅ⴭ『フランスの㧗➼教⫱改㠉と㐍㊰㑅択 学Ṕ♫会の「勝敗」はどのように⏕まれるか』

᫂▼᭩店、2021年 3᭶。 

〇山下⤢ⴭ『学ᰯ㑅択制の政⟇ホ価 教⫱における㑅択と➇争の㨩惑』勁ⲡ᭩房、2021年 3᭶。 

【新入会員】2020.9.1〜2021.4.20 㸦入会⏦㎸㡰㸧 

  ◎ᮏ学会の新しい仲㛫たちです。よろしくお㢪いします。 

 

 

 

 

 

 

    

【常任⌮事会の㛤催】 

○日ᮏ教⫱政⟇学会➨ 10ᮇ➨ 1回㸦㏻⟬➨ 136回㸧常任⌮事会 

2020年 9᭶ 20日㸦日㸧13᫬ 00分から 15᫬ 00分 Zoomにて 

【㆟㢟】 

〔報告事㡯〕 

㸯㸬➨ 10ᮇの体制について 

㸰㸬会員の⌧ἣ 

㸱㸬2020年度㸦➨ 27回㸧大会の⥲括 

㸯㸧➨ 28回⌮事会㆟事㘓及び➨ 27回⥲会㆟事㘓について 

㸰㸧⮬⏤◊✲の⥲括とㄢ㢟◊✲・シンポジウムの㛤催予定について 

㸲㸬今ᮇのㄢ㢟 

㸯㸧年報 

㸰㸧◊✲推㐍 

    ・➨ 10ᮇのㄢ㢟◊✲について  ・会員企⏬◊✲会について 

㸱㸧学会つ則・つ⛬のぢ┤し 

㸲㸧ニューズレターについて 

㸳㸬常任⌮事会の㛤催スケジュール 

㸴㸬その他 

 

〇日ᮏ教⫱政⟇学会➨ 10ᮇ➨ 2回㸦㏻⟬ 237回㸧常任⌮事会 

2020年 12᭶ 26日㸦土㸧13᫬ 00分㹼14᫬ 35分 Zoomにて 

【㆟㢟】 

〔報告事㡯〕 

㸯㸬学⾡会㆟会員任命拒否問㢟へのᮏ学会の対応について 

㸰㸬会員の⌧ἣと学会年会㈝㸦二年㛫㸧ᮍ⣡⪅について 

  㸱㸬2020年度㸦➨ 27回㸧大会報告 

・シンポジウム㛤催報告  ・ㄢ㢟◊✲㛤催報告  ・大会会ィ報告 

㸲㸬会員企⏬◊✲会の㛤催報告㸦二件㸧 

〔審㆟事㡯〕 

㸯㸬2021年度㸦➨ 28回㸧大会について 
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㸰㸬新入会員について 

㸱㸬「余剰㔠」の会ィ⡙上の取り扱いについて㸦前回からの⥅⥆㸧 

㸲㸬ㄢ㢟◊✲について 

㸳㸬年報➨ 28号の⦅㞟について 

㸴㸬国❧国会図᭩㤋㛵す㤋「インターネット㈨料の収㞟➼に係るチㅙについて」への対応について 

㸵㸬その他 

 

〇日ᮏ教⫱政⟇学会➨ 10ᮇ➨ 3回㸦㏻⟬ 238回 ➨ 10ᮇ➨㸱回㸧常任⌮事会 

2021年 3᭶ 21日㸦日㸧13᫬ 00分㹼15᫬ 00分  Zoomにて 

【㆟㢟】 

〔報告事㡯〕 

㸯㸬会員の⌧ἣと学会年会㈝㸦二年㛫㸧ᮍ⣡⪅について 

㸰㸬国会図᭩㤋㛵す㤋「インターネット㈨料の収㞟事ᴗへの対応について」 

㸱㸬教⫱㛵㐃学会㐃⤡協㆟会㐠営委員会㑅挙について・・・会㛗         

㸲㸬2020年度学会会ィの⌧≧報告について㸦会ィ┘ᰝ報告は➨㸲回常任⌮事会㸧 

㸳㸬学会ニューズレターにⱝ手の報告を掲㍕することについて 

〔審㆟事㡯〕 

㸯㸬2021年度㸦➨ 28回㸧大会について 

㸰㸬新入会員について 

㸱㸬「余剰㔠」の会ィ⡙上の取り扱いについて㸦前回からの⥅⥆㸧 

㸲㸬ㄢ㢟◊✲について 

㸳㸬年報➨ 28号の⦅㞟について 

㸴㸬2022年度㸦➨ 29回㸧大会について 

㸵㸬その他 

 

 

⦅㞟後グ 

 『日ᮏ教⫱政⟇学会ニューズレター 㸰㸮㸰㸯᫓夏号』の⦅㞟作ᴗの㏵中の᫬Ⅼで、ᮏ学会の 2021年大会

㸦㟼岡大学大会㸧がオンライン㛤催となることが、Ỵまりました。ᱵ⃝大会実⾜委員会委員㛗・島⏣同事務

局㛗をはじめとする大会実⾜委員会のみなさんには、大会‽備でたいへんお世ヰになります。 

ᮏ学会大会は、᫖年に⥆いて二年㐃⥆のオンライン㛤催となります。この一年㛫、ㅖ学会大会・ㅖ㞟会➼

がオンライン㛤催となり、㐠営の側も参加の側も、⤒㦂とノウハウを⵳✚し、また出張不せで◊✲室や⮬宅

➼から参加できるという⡆便さから、対㠃形式で㛤催していた᫬よりも、参加⪅数が増えたという学会大会

や㞟会の事例もあるようです。今夏のᮏ学会大会への、多くの会員のみなさんの参加をᮇ待しております。              

㸦Ṋ⪅一弘㸧 

 

【学会事務局】 

○会㛗㸸中嶋哲彦  事務局㛗㸸Ṋ⪅一弘  事務局幹事㸸▼井拓児 川口ὒ㄃ ㇂口 ⪽ 

           事務局᭩グ㸸᭹㒊壮一㑻 広川⏤子 ᯇ⏣㤶南 

○㐃⤡先㸸〒487-8501 愛▱┴᫓日井市ᯇᮏ⏫ 1200␒地 

     中㒊大学 人㛫力創成⥲合教⫱センター Ṋ⪅◊✲室 Ẽ付 

     Email： jasep10th@gmail.com  

○学会ウェブサイト http://jasep-web.jpn.org/wp/ 


